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(57)【要約】
　　【課題】所定の消臭効果、保湿効果を容易に確保で
きると共に、活性炭の脱落を防止でき、しかも構造が簡
単で容易且つ安価に製造できるようにする。
　　【解決手段】　マスク用フィルタ４は、通気性を有
するシート基材１５に接着剤を介して活性炭１６を担持
させた活性炭シート１２と、通気性を有するシート基材
１８に保湿液１９を含浸させた含浸シート１３とを備え
ている。活性炭シート１２は保形性を有し、この活性炭
シート１２を二つ折り状にして、その間に含浸シート１
３を挟んで包んでいる。活性炭１６は竹炭の粒子が、含
浸シート１３のシート基材１５はセルロース系不織布が
用いられている。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
通気性を有するシート基材（１５）に活性炭（１６）を担持させた活性炭シート（１２）
と、通気性を有するシート基材（１８）に保湿液（１９）を含浸させた含浸シート（１３
）とを重ねたことを特徴とするマスク用フィルタ。
【請求項２】
前記含浸シート（１３）を前記活性炭シート（１２）により包んだことを特徴とする請求
項１に記載のマスク用フィルタ。
【請求項３】
前記活性炭シート（１２）は保形性を有し、該活性炭シート（１２）により、該活性炭シ
ート（１２）に重ねられた前記含浸シート（１３）を保形することを特徴とする請求項１
又は２に記載のマスク用フィルタ。
【請求項４】
前記活性炭（１６）は竹炭の粒子であることを特徴とする請求項１～３の何れかに記載の
マスク用フィルタ。
【請求項５】
前記活性炭シート（１２）の前記シート基材（１５）は少なくとも片面側に前記活性炭（
１６）の粒子を担持し、該シート基材（１５）の前記活性炭（１６）の粒子側に前記含浸
シート（１３）を重ねたことを特徴とする請求項１～４の何れかに記載のマスク用フィル
タ。
【請求項６】
前記含浸シート（１３）の前記シート基材（１５）がセルロース系不織布であることを特
徴とする請求項１～５の何れかに記載のマスク用フィルタ。
【請求項７】
前記活性炭シート（１２）及び／又は前記含浸シート（１３）の前記シート基材（１５，
１８）は通気孔（１７，２０）を有する不織布であることを特徴とする請求項１～６の何
れかに記載のマスク用フィルタ。
【請求項８】
前記保湿液（１９）は香料及び／又は機能水を含むことを特徴とする請求項１～７の何れ
かに記載のマスク用フィルタ。
【請求項９】
通気性を有するシート基材（１８）を活性炭シート（１２）に重ねて保湿液（１９）を含
浸し密封包装したことを特徴とするマスク用フィルタ包装体。
【請求項１０】
通気性を有するシート基材（１５）に活性炭（１６）を担持させた活性炭シート（１２）
と、通気性を有するシート基材（１８）に保湿液（１９）を含浸させ且つ密封包装された
含浸シート（１３）とをマスク（Ｍ）にセットしておき、前記マスク（Ｍ）の着用に際し
て、開封された前記含浸シート（１３）を活性炭シート（１２）に重ねたフィルタ（４）
を前記マスク（Ｍ）に装着することを特徴とするフィルタ付きマスクの使用方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消臭性、保湿性を有するマスク用フィルタ、マスク用フィルタ包装体及びフ
ィルタ付きマスクの使用方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年の有害物質や汚染物質の増加、新型インフルエンザ等の病原菌の発生、杉花粉の大
量発生等に伴い、それらの吸入を防止するためにマスクが重用されており、従来から多種
多様のマスクが提案されている。
【０００３】
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　例えば従来のマスクには、マスク本体に非吸湿性の不織布を重ねてポケットを構成し、
そのポケットに、吸湿性の不織布に多価アルコール、含窒素型ノニオン界面活性剤等の液
体を含浸させた含浸シートと、不織布等の袋体に入れた活性炭とを挿入したもの（特許文
献１）、網状生地に粘性を有する薬剤を塗布して、その薬剤の粘着力により網状生地に活
性炭粒子を付着させてマスク用フィルタを構成し、このマスク用フィルタをマスク本体の
ポケットに挿入するようにしたもの（特許文献２）、繊維を炭化させた活性繊維である炭
フェルトを目が細かく密度が高いガーゼと不織布で二重に包んで活性炭フィルタパックを
構成し、この活性炭フィルタパックをマスク本体のポケットに挿入するようにしたもの（
特許文献３）等がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４０１３９５６号公報
【特許文献２】特開２００６－３２０４９１号公報
【特許文献２】特開２００７－６９７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の特許文献１のマスクは、多価アルコールによる保湿効果、含窒素型ノニオン界面
活性剤による抗菌効果等を確保する一方、外部の汚染物質の臭気、着用者の口臭等に対す
る活性炭の消臭効果を確保したものである。しかし、このマスクは、活性炭を不織布等の
袋体に入れて、その袋を含浸シートとは別にマスク本体のポケットに挿入している。その
ため含浸シートと活性炭を入れた袋体とを前後方向に重ねてポケットに挿入すれば、マス
ク本体の厚さが厚くなり過ぎて着用時の違和感が大になる問題があり、また左右、上下等
に並べてポケットに挿入すれば、吸気抵抗の少ない箇所を経て吸気することになって所期
の目的を達成できないという問題がある。また活性炭が袋内で偏る等の問題もある。
【０００６】
　特許文献２のマスクは、薬剤の薬効成分による抗菌効果、活性炭による消臭効果を狙っ
たものであるが、薬剤の粘着力により網状生地に活性炭粒子を付着させた構造であるため
、活性炭粒子を十分な付着力で確実に付着させることが困難であり、接触時の摩擦等によ
り、薬剤の表面に付着する活性炭粒子が脱落するという問題がある。
【０００７】
　特許文献３に記載のマスクは、活性炭が繊維を炭化させた活性繊維である炭フェルトで
あって、この炭フェルトを目が細かく密度が高いガーゼと不織布で二重に包んで活性炭フ
ィルタパックを構成しているため、炭フェルトのガーゼ、不織布による包み構造が複雑で
あり、製造が煩雑で製造コストが高騰するという問題がある。
【０００８】
　本発明は、このような従来の課題に鑑み、所定の消臭性、保湿性を容易に確保できると
共に、活性炭の脱落を防止でき、しかも構造が簡単で容易且つ安価に製造することができ
るマスク用フィルタを提供すること、マスク用フィルタを密封包装して必要に応じて簡便
に使用できるマスク用フィルタ包装体を提供すること、消臭性、保湿性を有するフィルタ
をマスクとセットにしておき、マスクの着用に際してフィルタを簡便にマスクに装着でき
るフィルタ付きマスクの使用方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係るマスク用フィルタは、通気性を有するシート基材１５に活性炭１６を担持
させた活性炭シート１２と、通気性を有するシート基材１８に保湿液１９を含浸させた含
浸シート１３とを重ねたものである。
【００１０】
　前記含浸シート１３を前記活性炭シート１２により包んでもよい。前記活性炭シート１
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２は保形性を有し、該活性炭シート１２により、該活性炭シート１２に重ねられた前記含
浸シート１３を保形することが望ましい。前記活性炭１６は竹炭の粒子でもよい。前記活
性炭シート１２の前記シート基材１５は少なくとも片面側に前記活性炭１６の粒子を担持
し、該シート基材１５の前記活性炭１６の粒子側に前記含浸シート１３を重ねることが望
ましい。
【００１１】
　前記含浸シート１３の前記シート基材１５がセルロース系不織布であることが望ましい
。前記活性炭シート１２及び／又は前記含浸シート１３の前記シート基材１５，１８は通
気孔１７，２０を有する不織布であることが望ましい。前記保湿液１９は香料及び／又は
機能水を含むことが望ましい。
【００１２】
　また本発明に係るマスク用フィルタ包装体は、通気性を有するシート基材１８を活性炭
シート１２に重ねて保湿液１９を含浸し密封包装したものである。
【００１３】
　本発明に係るフィルタ付きマスクの使用方法は、通気性を有するシート基材１５に活性
炭１６を担持させた活性炭シート１２と、通気性を有するシート基材１８に保湿液１９を
含浸させ且つ密封包装された含浸シート１３とをマスクＭにセットしておき、前記マスク
Ｍの着用に際して、開封された前記含浸シート１３を活性炭シート１２に重ねたフィルタ
４を前記マスクＭに装着するものである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係るマスク用フィルタによれば、通気性を有するシート基材１５に接着剤を介
して活性炭１６を担持させた活性炭シート１２と、通気性を有するシート基材１８に保湿
液１９を含浸させた含浸シート１３とを重ねているので、所定の消臭性、保湿性を容易に
確保できると共に、活性炭１６の脱落を防止でき、しかも構造が簡単で容易且つ安価に製
造することができるという利点がある。
【００１５】
　また本発明に係るマスク用フィルタ包装体によれば、消臭性、保湿性を有するマスク用
フィルタを必要に応じて簡便に使用できるという利点がある。
【００１６】
　更に本発明に係るフィルタ付きマスクの使用方法によれば、マスクの着用に際し消臭性
、保湿性を有するフィルタを簡便にマスクに装着して使用できるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１の実施形態を示すマスクの斜視図である。
【図２】同マスクの断面図である。
【図３】同マスク用フィルタの断面図である。
【図４】同マスク用フィルタの要部の拡大断面図である。
【図５】同マスク用フィルタの展開図である。
【図６】同密封状態の含浸シートの断面図である。
【図７】同包装状態のマスクの斜視図である。
【図８】同マスク用フィルタの分解図である。
【図９】本発明の第２の実施形態を示すマスク用フィルタの説明図である。
【図１０】本発明の第３の実施形態を示すマスク用フィルタの説明図である。
【図１１】本発明の第４の実施形態を示すシート基材の説明図である。
【図１２】本発明の第５の実施形態を示すマスクの背面図である。
【図１３】同断面図である。
【図１４】本発明の第６の実施形態を示すマスクの背面図である。
【図１５】同マスク用フィルタの説明図である。
【図１６】本発明の第７の実施形態を示す側面断面図である。
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【図１７】同マスクの背面図である。
【図１８】本発明の第８の実施形態を示すマスク用フィルタの説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の各実施形態を図面に基づいて詳述する。図１～図８は本発明の第１の実
施形態を例示する。このマスクＭは図１、図２に示すように通気性を有するマスク本体１
と、このマスク本体１の左右両側に設けられた耳掛け部２と、マスク本体１の内側に設け
られたポケット３とを有し、そのポケット３にマスク用フィルタ４が出し入れ自在に収容
されている。
【００１９】
　マスク本体１は着用者の顔面の鼻孔、口、顎及び左右両側の頬を覆う大きさを有する横
長矩形状であって、通気性、非吸湿性及び熱可塑性を有する合成樹脂繊維の不織布を１枚
又は複数枚重ねて構成されている。マスク本体１の左右の側縁５に伸縮性を有する耳掛け
部２が熱融着されている。なお、耳掛け部２はマスク本体１と一体に設けてもよいし、側
縁５にゴム等を通して設けてもよい。
【００２０】
　マスク本体１に使用する不織布としては、例えばオレフィン樹脂繊維、ポリエチレン樹
脂繊維、ポリエステル樹脂繊維、ポリプロピレン樹脂繊維等の単繊維を素材とする不織布
や、複合芯鞘繊維を素材とする不織布、あるいは積層複合不織布等を使用することが可能
である。複合芯鞘繊維としては、ポリエステル－ポリエチレン芯鞘繊維、ポリプロピレン
－ポリエチレン芯鞘繊維等を適用できる。積層複合不織布としては、綿とポリエチレンの
積層不織布、レーヨンとポリエチレンの積層不織布、綿とポリプロピレンの積層不織布等
を使用できる。
【００２１】
　なお、マスク本体１は少なくとも鼻孔及び口を含むその周辺部分を覆う形状、寸法であ
れば十分である。マスク本体１にはその中間部分に上下に複数本のギャザー６が形成され
ているが、マスク本体１はギャザー６のない平面状のものでもよいし、立体状のものでも
よい。更にマスク本体１は熱可塑性を有する合成樹脂繊維の不織布を熱融着して構成する
他、縫着して構成してもよい。また天然繊維を使用してもよいし、合成樹脂繊維と天然繊
維とを重ねて使用してもよい。
【００２２】
　ポケット３はマスク本体１と同様に通気性、非吸湿性及び熱可塑性を有する合成樹脂繊
維の不織布、取り分け毛羽立ちが少なく、顔の肌に触れても不快感のない素材が使用され
ている。このポケット３はマスク用フィルタ４を上側から出し入れできるように上向きに
開口しており、マスク本体１よりも薄手の不織布を前後二つ折りにし、その前シート部７
と後シート部８との左右の両側縁９を熱融着して構成され、その前シート部７の上端縁１
０の略全長がマスク本体１の裏側の上端縁１１に沿って左右方向に熱融着されている。な
お、前シート部７の上端縁１０は左右方向の複数箇所をスポット的に熱融着してもよいし
、マスク本体１に縫着してもよい。
【００２３】
　マスク用フィルタ４は図３に示すように活性炭シート１２と含浸シート１３とを備え、
例えば活性炭シート１２を折り曲げ部１４で二つ折りにして、その間に含浸シート１３を
挟み込む等により、活性炭シート１２と含浸シート１３とを厚さ方向に重ね合わせて構成
されている。なお、マスク用フィルタ４はポケット３内に挿入したときに着用者の呼気の
多くが通過するだけの十分な面積を有し、ポケット３内にその上側の開口から出し入れ自
在に挿入されている。
【００２４】
　活性炭シート１２は外部臭気、着用者の口臭等を消臭するためのもので、通気性及び非
吸湿性を有する合成樹脂繊維の不織布等のシート基材１５に接着剤を介して活性炭１６の
粒子を略均等に担持させており、二つ折りにしたときに含浸シート１３の略全体を両側か
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ら包み得る程度の大きさを有する。シート基材１５には、図４、図５に示すように、その
略全面に略均一に小孔状の通気孔１７が形成された不織布が使用されている。活性炭１６
には通気孔１７よりも小さい粒体又は粉体にしたもの、例えば竹炭の粒子が使用されてい
る。
【００２５】
　活性炭１６をシート基材１５に担持させる際には、例えば非水溶性接着剤（耐性接着剤
）と活性炭１６の粒子とを所定割合で配合し混練した後、その混練物を塗工ガン、塗工ロ
ール等の適宜塗工手段により、通気孔１７を塞がないようにシート基材１５に対して片面
側から塗工する。このため活性炭シート１２はシート基材１５の通気孔１７内を含む片面
側に活性炭１６の粒子が担持されたものとなり、片面側がその活性炭１６の粒子により、
滑り難いヤスリ状になっている。また活性炭シート１２は非水溶性接着剤の硬化皮膜によ
りシート基材１５が補強された状態となり、所定の保形性を有する。
【００２６】
　なお、活性炭シート１２は所定の保形性を有するため、含浸シート１３を挟み込む前の
時点でも、活性炭１６側を内側にして二つ折り状に折り畳んでおくことが望ましい。また
シート基材１５は疎水性及び／又は熱可塑性を有する不織布等でもよい。シート基材１５
の両面に混練物を塗工する等して、シート基材１５の両面に活性炭１６の粒子を担持させ
てもよい。
【００２７】
　活性炭１６の担持に使用する接着剤は、保湿液１９が水系統の場合には非水溶性接着剤
となるが、保湿液１９が水系統以外の薬液等の場合にはその保湿液１９によって溶けない
性質を有する非液溶性接着剤（耐保湿液性接着剤）となる。また含浸シート１３の保湿液
１９の含浸量が僅かであれば、デンプン糊等の水溶性の接着剤を使用することも可能であ
る。
【００２８】
　含浸シート１３は図４に示すように通気性を有する不織布等のシート基材１８に、着用
者の喉、鼻孔等の乾燥を防止するための保湿用の多価アルコール等の保湿液１９を含浸さ
せたものである。シート基材１８には吸湿性を有する不織布、例えば保湿液１９を含浸し
ても異臭が発生しないようにセルロース系の不織布等が使用されている。またシート基材
１８には、図４、図５に示すように、その全体にわたって略均一に通気孔２０が形成され
ている。なお、このシート基材１８には合成樹脂繊維の不織布を使用してもよい。
【００２９】
　保湿液１９としては、保湿液１９は例えば保湿性と抗菌性とを有する抗菌剤、保湿性と
芳香性とを有する香料の一方又は両方を用いてもよいし、保湿性と抗菌性とを有する抗菌
剤に香料を加えたもの、又は保湿性と芳香性とを有する香料に抗菌剤を加えたものを用い
てもよい。更に多価アルコール等の保湿剤に必要に応じて抗菌剤及び／又は香料を加えた
ものを用いてもよい。更に保湿液１９は香料及び／又は機能水を含むものでもよい。機能
水には例えば電解イオン水、ミネラルイオン水等のマイナスイオン水やアルカリイオン水
がある。
【００３０】
　活性炭シート１２に挟み込む前の含浸シート１３は、図６に示すように密封袋２１内に
封入されており、使用する際に密封袋２１を開封して含浸シート１３を取り出す。なお、
製造時には密封袋２１にシート基材１８を入れた後、その密封袋２１に所定量の保湿液１
９を注入して封口すればよい。シート基材１８に保形性の悪いセルロース系の不織布を使
用する場合には、シート基材１８を二つ折り状にする等、適宜折り畳んで密封袋２１に封
入することが望ましい。
【００３１】
　活性炭シート１２、密封袋２１に封入された含浸シート１３は、図７に示すようにマス
クＭにセットして、それらを一緒に包装袋２２に封入し包装してもよいし、マスクＭ、活
性炭シート１２、密封袋２１に封入された含浸シート１３は、個別に包装してもよい。ま
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たマスクＭ、活性炭シート１２、密封袋２１に封入された含浸シート１３は、複数枚毎に
まとめて包装してもよい。その他の包装形態を採用してもよい。
【００３２】
　マスクＭの着用に際しては、先ず密封袋２１を開封して含浸シート１３を取り出して拡
げる。そして、二つ折り状の活性炭シート１２を拡げて、図５に示すように活性炭シート
１２の一方側の半分に含浸シート１３を重ね合わせた後、図８に示すように再度活性炭シ
ート１２を二つ折り状に折り畳んで行く。これによって活性炭シート１２により含浸シー
ト１３を両側から包んだ状態の１個のマスク用フィルタ４が得られるので、このマスク用
フィルタ４を図１、図２に示すようにマスク本体１の裏側のポケット３に挿入した後、そ
の状態でマスクＭを着用する。
【００３３】
　このようにすれば、活性炭シート１２と密封包装された含浸シート１３とをマスクＭに
セットして包装しておき、マスクＭの着用に際して含浸シート１３を取り出して活性炭シ
ート１２に重ねたマスク用フィルタ４を構成し、そのマスク用フィルタ４をマスクＭに装
着して使用すればよいので、消臭性、保湿性、抗菌性を有するマスク用フィルタ４を必要
に応じて簡便に使用できる。また活性炭シート１２と含浸シート１３とがマスクＭにセッ
トされているので、携行にも便利であり利便性が向上する利点がある。
【００３４】
　更にマスク本体１の裏側のポケット３にマスク用フィルタ４を挿入して使用すれば、活
性炭シート１２の活性炭１６により外気の臭気、着用者の口臭等を消臭できると共に、含
浸シート１３の保湿液１９により着用者の喉、鼻孔等を乾燥から守ることができ、またウ
イルスの侵入を極力防止することができる。
【００３５】
　活性炭シート１２は活性炭１６の粒子をシート基材１５に非水溶性接着剤により担持さ
せて構成しているため、活性炭１６の粒子をシート基材１５の略全面に略均一に担持させ
ることが可能であるだけでなく、活性炭１６の粒子をシート基材１５に確実に固定するこ
とができる。このため活性炭１６の偏り、接触時の活性炭１６の脱落等もなく、活性炭１
６による消臭効果を長期にわたって安定的に確保することができる。
【００３６】
　しかも、活性炭１６の粒子はシート基材１５の片面側の表面だけでなく通気孔１７の内
周にもあるため、活性炭１６の絶対的な担持量が増える上に、着用者の吸気、呼気が通気
孔１７に触れ易くなり、活性炭１６による消臭効果を一段と向上させることができる。
【００３７】
　また含浸シート１３のシート基材１８にセルロース系の不織布を使用することにより、
保湿液１９を含浸させたときの異臭の発生を防止できる利点がある。
【００３８】
　ただセルロース系の不織布性のシート基材１８を使用すれば、その厚さによっては種々
の問題が生じる。即ち、シート基材１８に使用する不織布を薄くすれば、そのシート基材
１８に保湿液１９を含浸させたときに形状を保持できなくなり、また厚い不織布を使用す
れば、通気性が低下して呼吸し難くなる。
【００３９】
　しかし、保形性を有する二つ折り状の活性炭シート１２で含浸シート１３を挟むことに
より、含浸シート１３を含むマスク用フィルタ４をシート状に保形することができる。こ
のため、シート基材１８に通気性のよい薄い不織布を使用して着用者の呼吸を楽にしなが
らも、ポケット３に対するマスク用フィルタ４の出し入れを容易にできる等その後の取り
扱いを容易に行うことができる。
【００４０】
　また活性炭シート１２はシート基材１５に担持された活性炭１６の粒子により滑り難く
なっており、その滑り難い活性炭１６側で含浸シート１３を挟んでいるため、活性炭シー
ト１２により含浸シート１３を両側から挟み込んでいることと相俟って、活性炭シート１



(8) JP 2011-125596 A 2011.6.30

10

20

30

40

50

２内での含浸シート１３の動きを防止することができる。このため着用時の顔面の動きに
よってマスク用フィルタ４が屈伸するようなことがあっても、含浸シート１３が活性炭シ
ート１２から外れる等の惧れもない。
【００４１】
　しかも、活性炭シート１２は含浸シート１３側に活性炭１６の粒子が担持されており、
反対側は活性炭１６の粒子がなく含浸シート１３側（活性炭１６の塗工側）に比較して滑
りがよいので、ポケット３に対するマスク用フィルタ４の出し入れを容易にすることがで
きる。
【００４２】
　含浸シート１３のシート基材１８には吸湿性に優れたセルロース系の不織布を使用して
いるが、その含浸シート１３を両側から挟む活性炭シート１２のシート基材１５に非吸湿
性を有する不織布を使用し、また活性炭１６をシート基材１５に担持させる接着剤に非水
溶性接着剤を使用しているので、着用時におけるマスク本体１の湿り等も極力防止するこ
とができる。
【００４３】
　活性炭シート１２、含浸シート１３のシート基材１５，１８には、通気孔１７，２０を
有する不織布を使用しているため、着用時の呼吸も更に楽にできる。保湿液１９に抗菌剤
を使用し又は添加すれば、その抗菌作用により、マスク用フィルタ４での雑菌の繁殖を防
止でき、雑菌による異臭の発生を未然に防止することができる。
【００４４】
　保湿液１９に香料を使用し又は添加すれば、着用者の喉、鼻孔等の保湿性が向上する他
に、着用者に心地よい芳香を発生させることができ、着用者の爽快感を一層向上させるこ
とができる。また抗菌剤、香料等が活性炭シート１２の活性炭１６に吸着されて移行する
ので、所定の抗菌性、芳香性を長期間にわたって保つことができる。
【００４５】
　更に保湿液１９に電解イオン水等のマイナスイオン水を含ませておけば、吸気を通じて
着用者の新陳代謝を高め爽快感、リフレッシュ感の向上を図ることができる。保湿液１９
にアルカリイオン水を含ませておけば、同様に吸気を通じて着用者の新陳代謝を高めるこ
ともできる。
【００４６】
　なお、マイナスイオンによる着用者の爽快感の向上を図る場合、保湿液１９に電解イオ
ン水等のマイナスイオン水を添加して含浸させるのが最も容易であるが、活性炭１６の粒
子に、マイナスイオンを発生するトルマリン粒子を配合して活性炭シート１２側に担持さ
せてもよい。このようにすれば活性炭シート１２によって一種の活性炭イオンフィルタを
構成でき、トルマリン粒子から発生するマイナスイオンにより、着用者の爽快感、リフレ
ッシュ感を安定的に高めることができる。
【００４７】
　図９は本発明の第２の実施形態を例示する。この実施形態では、二枚の活性炭シート１
２を用いて含浸シート１３を厚さ方向の両側から挟み込むようにしている。その場合、図
９（ａ）に示すように含浸シート１３よりも大きい二枚の活性炭シート１２により含浸シ
ート１３を挟んでもよいし、図９（ｂ）に示すように含浸シート１３よりも若干小さい二
枚の活性炭シート１２により含浸シート１３を挟んでもよい。
【００４８】
　また図９（ｃ）に示すように含浸シート１３よりも若干大きい活性炭シート１２と、含
浸シート１３よりも若干小さい活性炭シート１２とにより含浸シート１３を挟んでもよい
。勿論、二枚の活性炭シート１２は含浸シート１３と略同じ大きさでもよい。また含浸シ
ート１３は活性炭シート１２の活性炭１６側に重ね合わせる等、他の構成は第１の実施形
態と同様である。
【００４９】
　図１０は本発明の第３の実施形態を例示する。マスク用フィルタ４は、図１０（ａ）に
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示すように含浸シート１３に含浸された保湿液１９が有する貼付力により、含浸シート１
３を活性炭シート１２の活性炭１６側の片面に貼付してもよいし、図１０（ｂ）に示すよ
うに更に活性炭シート１２の端部を含浸シート１３の反対側に折り返して、その折り返し
部１２ａ側で含浸シート１３の端部を前後両側から挟むようにしてもよい。
【００５０】
　含浸シート１３は活性炭シート１２の滑り難い活性炭１６側に重ねており、本来、活性
炭シート１２と含浸シート１３は滑り難い関係にある。このため図１０（ａ）に示すよう
に含浸シート１３をその保湿液１９の貼付力で活性炭シート１２に密着させる程度でも、
マスク用フィルタ４をポケット３内に挿入することは可能である。また図１０（ｂ）に示
すように折り返し部１２ａ側で含浸シート１３の端部を両側から挟んでおけば、含浸シー
ト１３の先端側が捲れる等の問題もなく容易にポケット３内に挿入することができる。従
って、含浸シート１３は必ずしも活性炭シート１２により両側から挟み込まなくてもよい
。なお、他の構成は第１の実施形態と同様である。
【００５１】
　図１１は本発明の第４の実施形態を例示する。活性炭シート１２、含浸シート１３に使
用するシート基材１５，１８は、図１１（ａ）に示すように無数の細かい通気孔１７，２
０が縦横に多数形成された編み目状のものでもよいし、図１１（ｂ）に示すように比較的
大きい丸孔、その他の通気孔１７，２０が縦横に多数形成されたものでもよい。また含浸
シート１３用のシート基材１８は保湿液１９を含浸させるため、不織布等の繊維製のもの
がよいが、活性炭シート１２用のシート基材１５は非吸湿性を有するものであればよく、
薄い可撓性を有するネット等の成型物でもよい。なお、他の構成は第１の実施形態と同様
である。
【００５２】
　図１２、図１３は本発明の第５の実施形態を例示する。この実施形態のマスクＭは、マ
スク本体１の裏側に、マスク用フィルタ４を収容するポケット３を備え、そのポケット３
は上下方向に長い後シート部８と、この後シート部８の始端から前側に折り返された短い
前シート部７とを有し、その後シート部８の上端縁２３がマスク本体１の上端縁１１に沿
って熱融着等により固着されている。なお、前シート部７と後シート部８との左右の両側
縁９は上下方向に熱融着等により固着されている。他の構成は第１の実施形態と同様であ
る。
【００５３】
　マスク本体１の内側のポケット３は、このように構成してもマスク用フィルタ４を収容
することが可能である。また前シート部７は短くなっているが、後シート部８でポケット
３内のマスク用フィルタ４を裏側から覆うため、着用時にポケット３内のマスク用フィル
タ４が肌に直接触れる等の問題はない。
【００５４】
　図１４、図１５は本発明の第６の実施形態を例示する。このマスクＭは立体型であり、
マスク本体１は図１４に示すように左右のシート部２４ａ，２４ｂを円弧状の接合縁２５
で接合するか予め立体形状に成型する等して、両シート部２４ａ，２４ｂを左右方向に拡
げたときに、マスク本体１の中央部分が前方へと湾曲して立体形状になるように構成され
ている。このマスク本体１の内側にもポケット３があり、そのポケット３にマスク用フィ
ルタ４を出し入れ自在に挿入するようになっている。
【００５５】
　ポケット３はマスク本体１と、このマスク本体１の内側に固着されたシート部２６とに
より構成され、そのシート部２６の左右の両側縁２８及び下端縁２９がマスク本体１に熱
融着、縫着等により固着されている。シート部２６は左右の両側縁２８及び下端縁２９の
略全長を固着してもよいし、ポケット３内のマスク用フィルタ４が脱落しない範囲で間欠
的に固着してもよい。
【００５６】
　マスク用フィルタ４は図１４に示すように他の実施形態と同様に長方形状でもよいし、
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図１５（ａ）に示すようにポケット３に対応する形状にしてもよい。この図１５（ａ）の
マスク用フィルタ４は活性炭シート１２が上側に折り曲げ部１４で二つ折り状に折り畳ま
れており、下側がポケット３の下端縁２９に沿う形状になっている。
【００５７】
　このように立体型のマスクＭの場合にも、そのマスク本体１の裏側にポケット３を設け
ることにより、他の各実施形態と同様にそのポケット３にマスク用フィルタ４を収容して
着用することができる。
【００５８】
　立体型のマスクＭに使用するマスク用フィルタ４は、図１５（ｂ）又は（ｃ）に示すよ
うに、その略中央部分に左右方向又は上下方向にスリット２７を形成してもよい。このよ
うにスリット２７を形成しておけば、マスク本体１を拡げて立体化する際に、マスク用フ
ィルタ４がスリット２７の両側で上下又は左右に拡がるため、マスク用フィルタ４がマス
ク本体１の立体化の妨げとなるようなこともない。なお、活性炭シート１２にはスリット
２７を形成するが、含浸シート１３はスリット２７の近傍で二枚に分けてもよい。他の構
成は第１の実施形態と同様である。
【００５９】
　図１６、図１７は本発明の第７の実施形態を例示する。このマスクＭは第６の実施形態
と同様に立体型であり、マスク本体１の裏側にはその接合縁２５に近接して左右に二個の
ポケット３が設けられ、その各ポケット３にマスク用フィルタ４を収容するようになって
いる。
【００６０】
　各ポケット３はマスク本体１の左右方向の外側に開口しており、その開口からマスク本
体１の中央側にマスク用フィルタ４を挿入するようになっている。各ポケット３のシート
部２６は、マスク本体１の中央側の側縁３０がシート部２６と共に接合縁２５で固着され
、上下の両側縁３１がマスク本体１に融着等で固着されている。なお、他の構成は第１の
実施形態と同様である。
【００６１】
　このようにマスク本体１の裏側の左右にポケット３を設けて、その各ポケット３にマス
ク用フィルタ４を挿入するように構成すれば、マスク本体１を拡げて立体化させて行く場
合にも、そのマスク用フィルタ４がその立体化を阻害するようなことはない。従って、マ
スク本体１を容易に立体化させることができる。
【００６２】
　またポケット３に左右方向の外側からマスク用フィルタ４を挿入するため、マスク本体
１を立体化する前に挿入することが可能であり、その挿入も容易に行うことができる。更
に左右のマスク用フィルタ４は接合縁２５に近接しているため、所定の消臭効果、保湿効
果等を奏することができる。なお、マスク用フィルタ４は各ポケット３に上側から挿入す
るようにしてもよい。
【００６３】
　図１８は本発明の第８の実施形態を例示する。この実施形態では、活性炭１６の粒子が
非水溶性接着剤を介して担持された活性炭シート１２と、この活性炭シート１２の活性炭
１６の粒子側に重ねられた含浸シート１３用のシート基材１８とを密封袋２１に入れて保
湿液１９を注入して封入されている。なお、二枚の活性炭シート１２間にシート基材１５
を挟み込んでもよい。他の構成は第１の実施形態と同様である。
【００６４】
　この場合には、密封袋２１を開封する際には、含浸シート１３用のシート基材１８に保
湿液１９が含浸するので、密封袋２１を開封して重なった状態の活性炭シート１２と含浸
シート１３とを取り出せば、そのままでマスク用フィルタ４として使用することができる
。
【００６５】
　また活性炭シート１２を保湿液１９と一緒に密封袋２１に封入しているため、保湿液１
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９が活性炭１６に含浸されることになるが、保湿性と消臭性とを有する保湿液１９を使用
すれば、活性炭１６に保湿液１９が含浸することによって長期間にわたって保湿性、消臭
性を維持することができる。
【００６６】
　なお、この実施形態の活性炭シート１２は、活性炭１６の粒子を非水溶性接着剤を介し
てシート基材１５に担持させているが、経時により活性炭１６が保湿液１９で膨潤して離
脱しないように、シート基材１５に熱融着性繊維シートを使用して、その熱融着により活
性炭１６をシート基材１５に担持させてもよい。熱融着性繊維シートとしては、ポリエチ
レンテレフタレート－ポリエチレン芯鞘繊維、ポリプロピレン－ポリエチレン芯鞘繊維等
がある。
【００６７】
　以上、本発明の各実施形態について詳述したが、本発明は各実施形態に限定されるもの
ではない。例えば、各実施形態では活性炭シート１２用のシート基材１５には不織布以外
のものを使用してもよい。活性炭１６は竹炭以外のものを使用してもよいし、活性炭１６
に同じ物理吸着性を有するゼオライト等の粉末を適宜配合したものを使用してもよい。ま
た活性炭１６は粒子状のものであればよい。含浸シート１３用のシート基材１８は吸湿、
親水性を有するものが望ましい。
【００６８】
　保湿液１９に使用する保湿剤としては、ヒアルロン酸ナトリウム、緑茶エキス、ビワ葉
エキス、アロエベラエキス、ヘチマ水、ハマメリスエキス、カミツレエキス、ヨクイニイ
エキス、プロピレングリコール、ブチレングリコール、グリセリン、トレハロース等があ
る。
【００６９】
　保湿液１９は保湿性を有するものであれば、消臭性を有する植物性消臭剤であるお茶エ
キスを加える等、保湿液１９に他の性質を有するものを加えてもよい。保湿液１９は抗菌
性を有するもの、例えばイソプロピルメチルフェノール等が望ましい。また抗菌作用を有
する電解アルカリイオン水を利用してもよい。
【００７０】
　活性炭シート１２と含浸シート１３とを重ね合わせる場合に、活性炭シート１２により
含浸シート１３を両側から挟んで包むのが望ましいが、両者が重なり合う関係にあれば、
含浸シート１３を包み込まない構造でもよい。活性炭シート１２用、含浸シート１３用の
シート基材１５，１８は通気性を有するものであればよく、不織布そのものを使用しても
よい。また両シート基材１５，１８の内、シート基材１５又はシート基材１８に通気孔１
７，２０を備えたものを用いてもよい。含浸シート１３用のシート基材１８はセルロース
系以外の不織布でもよい。
【００７１】
　また活性炭１６の粒子が担持された活性炭シート１２と、この活性炭シート１２の活性
炭１６の粒子側に重ねられた含浸シート１３用のシート基材１８とを密封袋２１に入れて
保湿液１９を注入し封入する場合には、含浸シート１３用のシート基材１８を非水溶性接
着剤等を介して活性炭シート１２に固着する等、活性炭シート１２に含浸シート１３用の
シート基材１８を一体に結合してもよい。その場合に使用する非水溶性接着剤等は活性炭
１６の接着用でもよいし、活性炭１６の接着用とは別のものでもよい。
【００７２】
　更に活性炭シート１２用のシート基材１５としてセルロース系不織布を用い、このシー
ト基材１５の片面に非水溶性接着剤を介して活性炭１６の粒子を担持させる一方、その非
水溶性接着剤の硬化皮膜によりシート基材１５を補強して所定の保形性を有する活性炭シ
ート１２とし、その後、この活性炭シート１２を密封袋２１に入れて保湿液１９を注入し
封入すれば、シート基材１５としてのセルロース系不織布が保湿液１９を含浸するので、
シート基材１５用のセルロース系不織布により含浸シート１３のシート基材１８を構成す
ることができる。
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【００７３】
　従って、両シート基材１５，１８を一つのセルロース系不織布により構成しながら、そ
のセルロース系不織布に所定の保形性を持たせることも可能である。なお、両シート基材
１５，１８を構成する素材はセルロース系不織布が一般的であるが、活性炭１６の担持上
も保湿液１９の含浸上も問題のない不織布等の通気性を有する材料であれば他の何を使用
してもよい。
【００７４】
　ポケット３はマスク本体１の裏側に設けてもよいし、マスク本体１を前後二重構造とし
、その間をポケット３として利用してもよい。またマスク本体１の裏側にポケット３を設
けるに当たっては、通気性を損なわないように別途通気孔１７を設けてもよいし、網状の
シート材を使用してもよい。マイナスイオン水、アルカリイオン水以外の機能水を使用し
てもよい。
【符号の説明】
【００７５】
Ｍ　マスク
１　マスク本体
３　ポケット
４　マスク用フィルタ
１２　活性炭シート
１３　含浸シート
１５，１８　シート基材
１６　活性炭
１７，２０　通気孔
１９　保湿液

【図１】 【図２】
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